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は
じ
め
に

岩
手
県
で
は
、
近
年
、
伐
採
さ
れ
た
人

工
林
（
民
有
林
）
の
う
ち
、
再
造
林
が
行

わ
れ
る
面
積
は
伐
採
面
積
の
約
３
分
の
１

と
な
っ
て
お
り
、
将
来
の
木
材
資
源
の
維

持
を
不
安
視
す
る
声
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
再
造
林
が
進
ま
な
い
理
由
と
し

て
、
伐
採
収
入
に
比
べ
、
高
い
造
林
コ
ス

ト
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
地
拵
え
や
植

栽
、
下
刈
り
と
い
っ
た
造
林
初
期
の
コ
ス

ト
は
、
全
体
の
約
７
割
を
占
め
る
た
め
、

再
造
林
を
進
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
経
費

を
低
減
で
き
る
施
業
技
術
の
開
発
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
岩
手
県
で
最
も
多
く
植
栽
さ
れ

る
カ
ラ
マ
ツ
は
、
ス
ギ
や
ア
カ
マ
ツ
よ
り

も
幼
若
齢
時
の
樹
高
成
長
が
早
い
こ
と
か

ら
、
下
刈
り
回
数
を
減
ら
し
て
も
、
植
栽

木
の
樹
高
が
競
合
す
る
植
生
よ
り
も
早
期

に
高
く
な
り
、
下
刈
り
回
数
を
減
ら
す
こ

と
で
、
造
林
コ
ス
ト
を
低
減
で
き
る
こ
と

カラマツ植栽地における下刈り回数削減の影響とコスト削減

カ
ラ
マ
ツ
植
栽
地
に
お
け
る

下
刈
り
回
数
削
減
の
影
響
と

コ
ス
ト
削
減

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
下
刈
り
回
数
を
削
減
し
た
場

合
、
カ
ラ
マ
ツ
植
栽
木
の
生
存
や
成
長
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
十
分
に

調
査
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
下
刈
り

回
数
削
減
に
よ
る
植
栽
木
へ
の
影
響
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、
造
林
の
低
コ
ス
ト
化

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　２　

下
刈
り
回
数
削
減
試
験

⑴　

試
験
地
設
定

平
成
23
年
春
、
岩
手
県
内
に
下
刈
り
試

験
地
を
２
か
所
設
定
し
（
表
１
）、
カ
ラ

マ
ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
を
１
０
０
０
本
／
ha
で

低
密
度
植
栽
し
ま
し
た
。
下
刈
り
条
件
は
、

植
栽
初
期
の
１
、
２
年
目
の
み
下
刈
り
を

行
う
区
（
２
年
刈
区
）
と
、
１
～
３
年
目

の
み
行
う
区
（
３
年
刈
区
）、
５
年
目
ま

で
毎
年
行
う
区
（
毎
年
刈
区
）
と
し
、
川

井
試
験
地
に
は
２
年
刈
区
と
３
年
刈
区
、

軽
米
試
験
地
に
は
２
年
刈
区
と
毎
年
刈
区

を
設
定
し
ま
し
た
（
表
１
）。

⑵　

調
査
方
法

調
査
は
、
植
栽
木
の
生
存
確
認
、
樹
高

と
地
際
直
径
の
測
定
、お
よ
び
平
成
25
年
、

26
年
の
下
刈
り
前
に
、
一
部
植
栽
木
周
辺

の
競
合
植
生
の
高
さ
を
測
定
し
、
こ
れ
を

植
栽
木
の
樹
高
と
比
較
し
ま
し
た
。

⑶　

生
存
率

植
栽
か
ら
平
成
26
年
ま
で
、
川
井
、
軽

米
両
試
験
地
の
２
年
刈
区
に
お
け
る
植
栽

木
の
生
存
率
は
、
各
々
90
％
以
上
で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
下
刈
り
回
数
の
削
減
が

植
栽
木
の
生
存
に
及
ぼ
す
影
響
は
小
さ
い

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

⑷　

樹
高
と
地
際
直
径

川
井
試
験
地
で
は
、
３
年
刈
区
が
２
年 写真1　軽米試験地の植栽木と競合植生　左：２年刈区　右：毎年刈区

表１　試験地概要
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刈
区
よ
り
、
軽
米
試
験
地
で
は
２
年
刈
区

が
毎
年
刈
区
よ
り
、
植
栽
木
の
樹
高
と
地

際
直
径
の
成
長
は
、
各
々
早
い
傾
向
が
み

ら
れ
、
試
験
地
間
で
の
傾
向
が
異
な
っ
て

い
ま
し
た
（
図
１
）。

こ
れ
は
、
各
試
験
地
の
気
象
条
件
や
競

合
植
生
の
違
い
な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

⑸　

樹
高
と
競
合
植
生
高

平
成
26
年
秋
に
、
ほ
と
ん
ど
の
植
栽
木

は
、
競
合
植
生
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
し

た
（
写
真
１
）。
植
栽
木
の
樹
高
と
競
合
植

生
高
各
々
の
平
均
値
、
競
合
植
生
高
が
樹

高
に
占
め
る
割
合
を
表
２
に
示
し
ま
し
た
。

川
井
試
験
地
で
は
、
両
区
で
平
成
25
年

の
競
合
植
生
高
が
、
植
栽
木
の
樹
高
の
半

分
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
３
年
刈
区
は
平

成
26
年
も
半
分
以
下
で
し
た
。
軽
米
試
験

地
で
は
、
両
区
で
平
成
25
年
の
競
合
植
生

高
が
、
植
栽
木
の
樹
高
の
半
分
以
上
で
し

た
が
、
平
成
26
年
は
２
年
刈
区
で
半
分
以

下
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ラ
マ
ツ
林
の
下
刈
り
は
、
下
草
の
高

さ
が
植
栽
木
の
樹
高
の
50
～
60
％
に
な
る

ま
で
続
け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
帯
広
営

林
支
局
「
カ
ラ
マ
ツ
林
の
施
業
」）。
そ
れ

に
従
う
と
、
川
井
試
験
地
の
２
年
刈
区
で

は
今
後
の
競
合
植
生
の
成
長
に
よ
っ
て
は

再
度
下
刈
り
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、
３
年
刈
区
で
は
下
刈
り
を
終

カラマツ植栽地における下刈り回数削減の影響とコスト削減

了
し
て
も
良
さ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
軽
米

試
験
地
の
２
年
刈
区
で
も
同
様
に
下
刈
り

を
終
了
し
て
も
良
さ
そ
う
で
す
。

３　

コ
ス
ト
削
減
の
検
討

岩
手
県
で
は
、
下
刈
り
は
樹
種
に
か
か

わ
ら
ず
植
栽
か
ら
５
年
間
行
わ
れ
る
の
が

一
般
的
で
す
。
前
述
し
た
試
験
の
結
果
、

カ
ラ
マ
ツ
植
栽
地
の
下
刈
り
は
、
植
栽
初

期
の
２
～
３
年
間
の
み
に
削
減
で
き
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
40
～
60
％
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

４　

お
わ
り
に

下
刈
り
回
数
が
ど
の
程
度
削
減
で
き
る

か
は
、
植
栽
木
の
樹
高
成
長
や
植
栽
木
の

樹
高
と
競
合
植
生
高
の
関
係
、
競
合
植
生

の
種
類
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

さ
ら
に
多
く
の
事
例
を
集
積
し
、
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
研
究
の
一
部
は
、
農
林
水
産

業
・
食
品
産
業
科
学
技
術
研
究
推
進
事
業

「
東
北
地
方
の
多
雪
環
境
に
適
し
た
低
コ

ス
ト
再
造
林
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
に
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

研
究
部

新
井　

隆
介

図1　植栽木の樹高と地際直径　右：川井試験地、左：軽米試験地
※　棒グラフは地際直径を、線グラフは樹高を示す。

表２　植栽木の樹高と競合植生高
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